西病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	




平成 26年 7月 28日（月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：相馬　亜紀子　
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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・水道光熱費使用量についてWIZ掲示板にてデータを掲示しています。各自確認をお願いします。また削減目標は昨年度の8%減となっていますので各自節約に努めていきましょう。
・WIZ掲示板にて日用品価格の値上げについて掲示しています。各自確認をお願いします。
・急変時のチーフ、Drへの連絡や、マンパワー確保の為の各病棟への連絡等、対応方法に
ついて確認を行うようにしましょう。
・夜間・週末に急な入院や急変によりベッドコントロールが必要となった場合、チーフ、現場レベルで対応するようにお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・工藤　綾子様～全身に湿疹あり、主治医に報告しオイラックスクリーム30ｇ処方となっています。
・坂本　福子様～尿失禁、歩行不安定さ等続いている為、主治医へ報告し、指示にてＡユニット41号室→Ｂユニット25号室へ移動となっています。

・杉本　優太様～今後の洗濯に関して御家族様に確認したところ、本人が洗濯を自分で行う事が出来るようであれば本人に行ってもらい、出来ないようであれば家族が洗濯するとの事です。

・田名部　清一様～妻様が7/30(水)14時～15時に来院され、ケアマネージャーと今後の支援内容について面談を行うとの事です。ＯＴより日常生活上、歩行状態の問題は見られない為、リハビリの必要は無いとのことです。作業療法士は面談当日不在の為、つくスタッフは妻様へＯＴからの見解の情報提供を行って下さい。

＜川端Dr診察状況＞

・近藤　祥子様～主治医と相談の結果、本日夕より食事形態が常食へ変更になっています。

＜中野Dr診察状況＞

・藤井　孝蔵様～臨時薬一部内容変更にて７日分処方となっています。
・杉本　優太様～臨時薬同内容にて７日分処方となっています。
・小笠原　文人様～臨時薬一部内容変更にて７日分処方となっています。便秘時の予測指示は8/11(月)まで継続となっています。
＜要注目患者様＞

・松田　知子様～本日10:30幻聴について朝より少ないと話されていますが、「イライラ感が出てきて少し怒りたい気分になってきてます。今の状態で食べるとガッツリ食べてしまうし、吐き気もするようになるので昼も夜も食べません」と話され、朝食は牛乳のみ、昼食は不食となっています。服薬は拒否なく服用すること出来ています。引き続き、幻聴の有無や食事摂取状況について注意して観察を行っていきましょう。

・杉本　優太様～表情硬さ継続しており、余暇はＡユニット自室にてＴＶを見る、ＴＶゲームをする等をして過ごされています。食事・服薬は拒否無く行う事出来ています。引き続き、症状の観察を行うとともに、日課をスムーズに行うことが出来るよう支援を進めていきましょう。

・藤井　孝蔵様～表情硬さ継続して見られています。飲水要求頻回に聞かれていますが、スタッフ説明にて了承する事出来ています。本日9:15荷物をまとめ、体育館前の扉のテンキーを押している事あり、介入要しています。又「今日退院って言われました。迎えも来てます。」と妄想様の発言も聞かれています。引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。又、粗暴行為に至る可能性も考えられますので介入の際は注意していきましょう。

・中村　るみ子様～表情冴えなさ継続して見られていますが、活動・ＯＴは苛々感や不調の訴えなく、最後まで参加する事出来ています。11:00「聞こえてきて苛々する」と話されており、予測指示のレボトミン(25)1T服用されています。引き続き、精神症状の変化について注意して観察を行っていきましょう。また訴えある際には、傾聴し気分安定を図るとともに、衝動行為や他患者様とトラブルとならないよう注意して行きましょう。

＜ＧＡＦ＞

ＧＡＦ
・杉本　優太様→GAF 20
※本日、佐藤　幸男様と杉本　優太様の症例検討会を行っています。
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報告書（症例検討会1回目）

チームメンバー

Ａチーム

久保奈々美、西山光子、清川真澄、橘セツ子、野村稔、横町真希子、坂本美寿々、石岡啓子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年7月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　相馬　亜紀子

基礎情報

氏名：佐藤　幸男様　（男性：71歳）　病名：統合失調症

入院年月日：H14年9月17日　　当院2回目

入院形態：医療保護入院（H.16.10.22任意→医保）

退院予定年月日：年内　　　　　　退院予定先：施設

・家族構成がカルテに無い為、確認し作成するよう主治医より指示あり。

抽出された問題点

・ADL低下

・社会資源の利用状況が不明確、退院後の生活場所が未決定

・時折、易怒的、不機嫌さあり、他者とトラブルに可能性あり

・体重現在53.9㎏、低炭水化物食摂取中（標準体重58㎏）

検討された支援内

容と今後の方針

・ADL維持

・社会資源の利用状況を確認し、必要な物は申請を家族へ促す

・本人の年金で入所可能な施設の検討しPSWに一覧を作成してもらう。そして御家

　族様へ施設入所の申し込みを促していく。

・精神症状の観察、ADLの観察を行い、安全管理に努めていく。

・食事摂取状況、体重の観察
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報告書（症例検討会2回目）

チームメンバー

チームリーダー：三浦　雪枝

佐々木　正憲　上野　雅人　橋本　智聡　番場　浩文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ26年7月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　相馬　亜紀子

　

基礎情報

氏名：杉本　優太様　（男性：15歳）　病名：統合失調症(疑い)

入院年月日：H26.6.30　　　　　　　当院1回目

入院形態：医療保護入院

退院予定年月日：未定　　　　　　　　退院予定先：自宅

・父様の希望→昼夜逆転を改善し、対人交流ができるようになってほしい



抽出された問題点

・自傷、他害の可能性

・自室に篭って過ごす事が多く、活動性がない。

・父様との関係性が良好ではない

・退院先は決定しているが、地域支援体制が未決定

・統合失調症か、思春期特有の症状か経過観察中

検討された支援内

容と今後の方針

・薬物療法・精神療法・リハビリテーション実施

・生活リズムの改善

・本人の思いを傾聴

・父様との関係性調整

・本人とスタッフの信頼関係の構築

・16時～の体育館の運動や、作業療法、リハプロの参加を促す。

・退院後は、外来通院と児童相談所を検討中。今後の方向性について

　は、父様と面談し決定していく予定。

・本人様への対応は指示的にならないこと。支持的、受容的に介入し

　ていく。


